
  
 
 
 
 

校章案、（仮称）「伊豆探究」について活発に意見が交わされました 
第 15 回新中学校開校準備委員会を 11 月 21 日（火）

に中伊豆支所で開催しました。 
今回は校章作成委員から提案された校章案と事務

局（総合学習ワーキンググループ）が提案した総合的
な学習の時間（仮称）「伊豆探究」についての意見交換
を行いました。 

校章案は、準備委員会だより No.12 でもお知らせし
ていますが、原案のまま校章案となりうる応募作品が
なかったため、作品に込められた要素を活かしなが
ら、校章作成委員会が再構成したものです。 

制服につけるエンブレム(ワッペン)と体育着のマークのデザイン案については、それぞれ２案ず
つの候補があり、最終決定には児童生徒による投票結果も参考にしていくことになりました。 

投票は小学校４年生から中学校 1 年生を対象に、12 月中に各学校で行います。１月の校章作成委
員会で、最終案を決定し、開校準備委員会に提案する予定です。 

なお、総合的な学習の時間（仮称）「伊豆探究」については、裏面で紹介していますのでご覧く
ださい。 

 

開校まであと 1 年〜令和６年度に向けての動き〜 
各学校では、次年度に向けた教育課程の編成の時期を迎えています。 
中学校では、日課や年間行事等、令和７年度の新中学校スタートを見据えた計画を立てています。

年間行事については、例年行われているものに加え、交流事業の実施や引っ越し作業、閉校式や開
校式等といった例年にない事業が入ってきます。子供たちの学習活動に影響が出ないよう、全体を
見ながら計画を進めています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年 12 月 
新中学校開校準備委員会だより №14
修善寺・中伊豆・天城地区新中学校開校準備委員会事務局（伊豆市教育委員会学校教育課内） 

 
 
新中学校の制服は、今年の 1 年生か

ら着用し、新中学校の開校時には、すべ
ての生徒が新しい制服に移行します。 

制服の採寸時期が迫っていることか
ら、現６年生の保護者を対象に、制服や
指定用品に関する説明書を配布しまし
た。 

各中学校の新入生説明会は、例年どお
り 2 月に予定しています。学校生活全
般に関することや学習、部活動等につい
て説明があります。 

 
 
新中学校では、多くの生徒が新しい環境や人間関

係に期待をする一方で、不安も生じます。 
そこで、令和６年度には、お互いの顔を知って少

しでも身近な存在になれるよう、各学校間の交流を
意図的に計画します。小学校６年生（現５年生）か
ら中学２年生（現１年生）までの児童生徒が、学年
ごとに年 2 回程度の対面による交流を行い、日常的
には生徒会活動などでオンラインによる交流を行い
ます。対面による交流は、スポーツ、レクリエーシ
ョン等を考えていますが、詳細は各学校から提案が
あります。 

全体会で近くの委員と活発に意見を交わす様子 

入学準備始まる 学校間の交流を進めます！ 



（仮称）「伊豆探究」について 
下の表は３年間の学習内容を示し

ています。ここでユニットとは学習
内容ごとのまとまりを指します。 

右の図は、１つのユニットでどの
ように学びが行われるかを示したも
のです。例えば 1 年生の「地域を知
る」ユニットでは、実際にジオスポッ
トを見学し、ガイド等の説明を聞く
ことから学習が始まります。その中
で特に関心をもったことについてさ
らに詳しく調べ、調べたことを自分
なりの方法で発信し、他者からフィードバック（評価）を受けます。 

この学習を各ユニットで繰り返し行っていくことで、図に示した五つの
「〜⼒」が育っていくと考えています。１つのユニットですべての⼒が身
に付くわけではなく、こうした学びの積み重ねによって少しずつ獲得して
いくものです。さらに、ここでの学びが各教科の学びとつながることによ
って、生きて働く学⼒として定着していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新中学校の特色ある学びの一つとして計画してい
ます。地域とのつながりが成否の鍵になります。 

準備委員の意見・感想 
・地域の自慢と誇り、弱みを

知 る こ と で 学 び が 深 ま
り、資質能⼒が高まって
いくところが良い。 

・計画を見たときに、昔と違
って今こんなことを学ん
でいるということがわか
った。 

・こういった学習が高校の
探究学習にもつながって
いくので、小学校や中学
校でのこのような学びは
とても大切になる。 

・素晴らしいことなので、も
っと地域へ発信していろ
んな方に知って（協⼒し
て）もらいたい。 

・地域の方々からも協⼒し
たいという声があり、コ
ロナで途絶えてしまった
活動もあるが、うまく今
後 に つ な げ ら れ る と よ
い。 

ユニット 
学習内容ごと
のまとまり 

「〜⼒」で示したも
のは、何ができるよ
うになるのかという
視点を示したもの
で、こうした⼒をま
とめて資質・能力と
言います。 


